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天 然 林 に お け るAgaricalesの

菌 類 社 会 学 的 研 究(1)

-5斜 面 の植 生 とAgaricalesの 主要 な属 につい て一

岡 部 宏 秋

   Mycosociological research of  Aga  ricales in natural forests  ( I  ) 

—Chacteristic plant flora in 5 slopes and main Genera in  Agaricales— 

                     Hiroaki OKABE

要 旨

今 報 告 で は5斜 面 の 植 生 を 外 生 菌 根 を有 す る樹 種 と関 連 させ て 検 討 し,さ らに高 等 菌 類 の中 で

出 現 率 の高 い 主 要 な 属 を 抽 出す る作 業 を 試 み た。

1)5斜 面 の 各 天 然 林 は暖 帯 か ら温 帯 へ の移 行 帯 に位 置 し外 生 菌 根 を 有 す る樹 種(ウ ラジ ロ ガ

シ,ブ ナ,ミ ズ ナ ラ,ミ ズ メな ど)と 混 交 率 の 高 い スギ が菌 類 相 に大 き く影 響 して い る よ うで あ

る。

2)各 斜 面 を 通 じて 見 られ るAgaricalesの 主 要 な 属 は3群 計17属 で あ った 。

腐 朽 菌 群9属:Mycena,Marasmius,Collybia,Galerina,Marasmiellus,Pseudohiatula,Oudeman・

siella,Crepidotus,Tricholomopsis

菌 根 菌 群5属:Ru∬ula,Lactarius,Laccaria,Amanita,0・rtina>ius

菌 根 菌,腐 朽 菌,腐 朽 能 力 を 有 す る菌 根 菌 らを 含 め た 一 群3属:Rhodophyllus,Lepiota,Hygr-

o¢horus

は じ め に

菌 類 社 会 学 で は菌 類 の 棲 息 環 境 を 草 地,ブ ナ林 な ど一 定 の比 較 的 均 一 な 環 境 と思 わ れ る 区域 の

社 会 学 的 考 察 を 目的 と し た設 定 が しば しば 見 られ る。 一 方 菌 類 を 主 体 と し た調 査 方 法 か らは個 生

態 学 的1)視 野 の 方 が 群 集 的 な 側 面 よ り展 開 の筋 道 が 立 て や す い よ うで あ る。

しか し植 生 の 変 化 に対 応 し た菌 類 社 会,も し くは 植 生 分 布 とは 独 自の 菌 類 社 会 な ど,環 境 の 変

化 に対 応 した 菌 類 社 会 を 考 察 した 例 は 少 な い 。 そ こで 植 生 や 水 分 環 境 の 変 化 に よ る菌 類 相 の 影響

を 調 査 した 。 今 回 は 一 定 区域 内で の植 生 の 垂 直 分 布 に応 じ た菌 類 相 の 主 要 な 属 の抽 出 を 試 み た 。

調 査 地 域 と して 京都 大 学 芦 生 演 習 林 の 立 地 条 件 を 生 か し,菌 類 対 象 をAgaricalesに しぼ り2年

澗 の 調 査 結 果 に よ り報 告 す る。

調 査 にあ た り京都 大 学 農 学 部 堤 利 夫 教 授 には有 益 な ご教 示 を い た だ き厚 くお 礼 申 し あ げ ま

す 。 分 類 学 上 の 知 見 は,滋 賀 大 学 教 育 学 部 本 郷 次 雄 教 授,横 山 和 正 助 教 授 に負 う こ とが 少 な くな

く,ま た芦 生 演 習 林 職 員 各 位 に は各 方 面 にわ た りご協 力 を い ただ き深 く謝 意 を 表 します 。
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調 査 地 概 況

京都大学芦生演習林(京 都府北桑田群美山町芦生)を 調査地 とした。その立地条件の概略は次

のようである。

演内は海抜高360～960m,地 質は秩父古生層に属 し母岩は粘板岩,砂 岩,硅 岩などで表土 の

比較的豊かな褐色森林土であるが標高の高い尾根部はしばしばポ ドゾルが見 られる。気象は年平

均温度13.1℃,年 平均降水量2,514mm冬 期の積雪は12月 から3月 まで,上 部地域では4月 ま

で残雪が見 られ,下 部で1～2m,上 部では3mを 越す ことがある。

植生は日本海側要素を主に,し ば しば表 日本要素を交 じえ,暖 帯落葉樹林帯か ら温帯落葉樹林

帯への移行帯 と考えられ,そ の山腹形態は北東部の由良川流域がゆるやかで演内下部へと次第に

急峻な地形 となっている。

調査地設定の際,笹 地は菌類調査を著 しく困難にするため除き,ま た斜面長の短い区域もはず

した。この条件下,天 然林で調査地を次のように選定した。図一1に 示す5個 所の斜面にそれぞ

れ固定プロット(プ ロットごとにその形を異にする)を 設定した。

図 に示 す1～V(以 下 各 斜 面 を1～Vと 呼 称 す る)の 各 斜 面 は1が 小 野子 谷,aが ヒツ倉 谷,

1が 内杉 谷,N,Vが 由良 川 本 流(図 一1の 各 破 線)へ と傾 斜 して,各 斜 面 で は そ の上 部(A),中

部(B},下 部(c)に それ ぞ れ最 小 枠10×10m(斜 面 面 積100m2)の 固 定 プ ロ ッ トを5つ,合 計500m2

を と った 。 従 って1斜 面 に1,500m2つ つ,5斜 面 の総 面 積7,500m2の 試 験 区 を 設 定 した。 子

実 体 分布 の 調 査面 積 は,植 生 の 多様 度,林 令,調 査 期 間 に 左 右 さ れ る と言 われ て い るが,岡 部

ら2)の 提 案 した300m2の 調 査 面 積 は20～30年 生 の生 長 活 発 な林 令 で あ った の に対 し,当 演 の天

然 林 の令 構 成 が複 雑 な こ とを考 慮 し,ま た 欧 州 の 諸 々 の地 域3'4'5'6)に お け る値 を 検 討 し,プ ロ ッ

ト面積500m2を 設 定 した 。 図一1に 示 した よ うに1～Vの 海 抜 高 は1〈g<1<N〈Vの 順 に

高 く410～770mの 間 に あ り標 高 差 で360mあ る。 斜 面1～Vの う ち1～IVは 尾 根 部 も し くは 尾

根 部 に 隣接 した箇 所 に 固定 プ ロ ッ トを 設 け た が図 一1に 示 した よ う に斜 面VはAの 鞍 部 か らC近

くの谷 部 分 へ と傾 斜 した位 置 に あ る 。Vを 設 定 した意 図 は1～ 皿が ウ ラ ジ ロ ガ シ帯 お よび ブ ナ 帯

へ の 移行 帯 に属す る の に対 しVは ほ ぽ ブ ナ帯 と見 な され る地 帯 で 湿 性 域 に 出現 す る トチ ノキ,サ

ワグ ル ミの分 布 域 を 加 え る た めで あ る。 これ に対 し低 標高 域 に お け る湿 性 域 は適 当 な斜 面 を見 い
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Tablel

PlotA.S.L*.(mlDirectionSlope**(degree)AoLayer

I-AI5901NW201301LFH

I-B480NE4022LF,LFH

I.C410NE5040L,LF

II-A570W35L,LF,ムFH

II.B510W35L,LF

II-C470NW6030L,LF

III-A650SE70J35LFH

III-B580SE4032L,LF,LFH

III.C500SE4040L,LF,LFH

IV.A720NE4025LF,LFH

IV-B650NE3030LF,LFH

IV.C610NE1027LF,LFH

V.A770N25L,LF

V.B700NE2035L,LF

V.C620N37L,LF

・Abovethesealevel

**Average

出せなかったた盈5に対象除外 とした。斜面は1,N,Vが ほぼ北向き,1が 西向き,夏 が南東で

方位選定は今回の調査地設定条件 として特に考慮せず,笹 地除外等の結果,こ の3方 位 となった。

各プロットの傾斜は総 じて急だが表一1に 示すように1-B,N-C,V-Aは 比較的緩傾斜で

ある。ただしプロット内で微地形の変化があり表一1に 示 した斜度は平均値である。プロット内

のA。 属の状況も微地形で変化が大きく,一 率的な扱いは危険であるが,そ の概要を表一1に 示

した。1のA。 層は上部から下部へ とL-F-H型 か らL型 に移行 しており上部が比較的乾燥

し,下 部がより湿性状態であることを裏づけている。1は 斜面中,下 部に礫がみられ,A。 層の

分布に影響 しているようである。夏は中部にL層 および裸地の急斜地があり璽一Cに は多層化が

見られる斜面である。N,VはA。 層が斜面全体にわたって同じような傾向が見 られ,中 でもV

は湿性傾向があることを裏づけている。

各斜面の林分の取扱い方をみると,1～1は2次 林化が見 られ,N,V,は 当演全域が明治後

期に単木択伐が行なわれた形跡を留めている。少な くとも過去皆伐を行なった斜面は試験区域に

はないようである。

調 査 方 法

菌類調査期間は1977,1978年 の6月 か ら10月で期間中5～10日 の間隔で調査を繰り返 した。通

常は雨後2～3日 を調査日とし晴天の連続する場合は調査間隔を延長した。2年 間の調査回数は

1977年 が1プ ロッ ト平均14回,1978年 は17回 であった。

対象菌はAgaricales(マ ツタケ目)に 限定し最小枠別に種名,子 実体数を記録した。標本は種

別に乾燥標本とし筆者によって保存されている。

植生については,各 プロットごとに胸高直径(DBH)4.5cm以 上の個体を上層木および菌根
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菌 との対応樹種 としてその毎木調査を行なった。

結果 お よび考 察

1.植 生 の影響

「天然林の生態」研究グループ7)は,演 内で植生の垂直分布が描けるとしており設定 した5斜

面 もほぽ標高別に分布 しているので植生の垂直分布が認められるであろうと推察される。

表一zは 各斜面,各 プロット内のDBH4.5cm以 上の樹種 についてまとめたものである。

この中でMycorrhizalassociationと は外生菌根を持つ樹種(以 下菌根性樹種 とする)を 示しその

他(以 下非菌根性樹種 とする)と に区分 し示 した。菌根性樹種や腐朽菌に対する特異な基質を提

供する樹種の存在を仮定すると,こ れ ら菌類の分布に影響する樹種の各論的検討は興味ある課題

である。

菌根性樹種の分布密度の最 も高いのは斜面1で,そ の他の樹種 も高い数値を示 している。 しか

し,表 一2で はこの数値は低階位に集合 しておりDBH20cm以 上に限定すると1の 菌根性 樹

種は大幅に減少 し,そ の結果Yが 最 も高 く,つ いでN,1,璽 とつづきこれにそれほど差がない

Vが 小さな値を示 している。表一2の 平均胸高直径では1～a,とN,Vで は明らかな差が見 ら

れ,樹 令および林令による菌類相の対応も考えられるよう。 しか し今回の属段階での検討では菌

類相の分類は困難で,種 段際での検討の時にゆずる。

菌根性樹種の分布状況は次のようである。表一2の ウラジロガシは暖帯要素を示す種で上層木

として1,夏 に見 られる。 しか し夏では下層木に認められ斜面1の 標高が1,1と それほど差が

ないこと,2次 林化 しており潜在植生の一員とも考えられ,ウ ラジロガシが上層木へと生長する

ことは可能かもしれない。このウラジロガシに相対する樹種として,温 帯要素であるブナの分布

は1を 除いた斜面に見 られた。この2種 においてウラジロガシが低標高部位に分布 し移行帯通過

後ブナ分布域に達するようであり,「天然林の生態」研究グループ7)の見解 とほぼ一致 している。

このことは菌類との対応において重要な鍵となろう。 ミズナラはVを 除いたすべての斜面に見 ら

れるがV-Aで は枯死木が見 られ,ま たプロットに隣接 した所に生存木が認め られた。他樹種で

垂直分布が5斜 面で認あ られるのは表一2の モミ,ツ ガでイヌブナ,コ ナラも多少の例外が認め

られようがほぼ垂直 分布を示 すことができる樹種である。他樹種は演内全体に分布するようで

ある。これ らの樹種を水分環境に分類してみよう。いま水分環境を乾性域は比較的区分しやすい

領域と考え,そ の他をまとめて非乾性域 とし区分するとしよう。すると乾性域には,ミ ズナラ,

クリ,モ ミ,ツ ガ,コ ナラ,非 乾性域にはアカシデ,ク マシデ,ミ ズメ,サ ワシバ,ウ ラジロガ

シ,ブ ナが区分されるようである。これ ら菌根性樹種の垂直分布,水 分環境による変 化 に加 え

て,そ の多様度については1～Y,N,Vで 明らかな差異があり,菌 根菌ばかりでな く菌類相全

体 に大きく影響するものと推測できる。次に非菌性樹種の中でスギの混交率の高いのが注 目され

る。一般に尾根部には菌根菌が多いとされ,い いかえれば菌根性樹種が谷部に比較すると多いの

が,当 演では天然スギの分布が斜面上部にしばしば見 られ表一2か らも1,Vを 除いた斜面では

スギのリターが菌類相に影響する可能性がきわめて高いと思われる。他樹種についても今後検討

しなければならない。

2.菌 類 相 につ いて

Lに おいては,植 生を菌類と対比するために外生菌根を有する樹種を主体に植生を類別 しその



Table2Conditionoftreesin5slopes

、,,ree*一.、 一一 一..Pl°t-._ -1-Al・-B・-C・1-A・1-…-C・1・-Am-B…-C・ ∀-AIV-B・V-・V-AV-BV・ ・

Mycorrhizalassociations

Fc(ブ ナ)31122115111016

Qm(ミ ズ ナ ラ)45111671151

Ccr(ク リ)..7812311.11
.

C1(ア ヵ シ デ).45841921.513121

qp(ク マ シ デ)15163.1

Af(モ ミ).6

Ts(ツ ガ).2.

Bg(ミ ズ メ)1232132:21

()sa(ウ ラ ジ ロガ シ)334154

Cco(サ ワ シ バ)62

Fj(イ ヌ ブ ナ)2

Qse(コ ナ ラ).41

Total:No.ofspec量es1No.7/276/247/284/227/426/415/75/136/252/io4/153/142/23/81/I

Total:No.≧20cmDBH66711251157578825

Nonmycorrhizalassociations

qa.35361114634301526196135

Theothers:No.ofspecies/No.13/68114/9111/337/438/1410/208/335/236/1512/239/244/710/277/129/20

Total:No.ofspecies1No.14/10315/127112/447/439/1510/209/796/577/4513/3810/505/2611/338/2510/25

StanddensityNo.lha30253257187915871392140820511650182710591501898772806651
.

MeanDBHcm.12.110.712.211.019.315.116.815.613.721.517.519.521.722.427.2

Totaibasalareaatbreastheightm21紅a.52.
.843.332.524.449。039.866.246.363.473.964.953.744.352.270.3

*Fc:FaguscrenataBlume
,Qm:QuercusmongolicaFishervar.grosseserrata(Blume)Rehd.etveils.,Ccr:Castaneacrenata$ieb.etZucc.,

Cl:Carpinuslaxiflora(Sieb.etZucc.) .Blume,Cjp:CarpinusjaponicaBlume,Af:AbiesfirmaSieb.etZucc.,Ts:TsugasieboldiiCarr.,

Bg:$etulagrossaSieb.etZucc.,Q ,sa:Quercussa且icingB】ume.,Cco:CarpinuscordataBlume,Fj:FagusjaponicaMaxim.,Qse;Quercus

serrataThunb.,Cja:CryptomeriajaponicaD.Don

.

'"

一



概況を示したが対応する菌類を属段階で各属を腐朽菌か らなる群,菌 根菌か らなる群,さ らに菌

根菌,腐 朽菌,腐 朽能を有する菌根菌 らを含めたm(以 下中間群とよぶ)の3区 分 を 試 み 表

3,4に 示 した。各属内種の3区 分への条件は,本 調査採取菌類内での区分とした。表3,4の

数値は子実体数を示すが属内においてもその発生様式が異なることがありこの数値は慎重に扱わ

ねばならない。

表一3の 腐朽菌群ではMycena,Marasmiusの 個体数が多くしか も各斜面で確認できた。このグ

ループはA。 層,材 上,幹 上から発生しその子実体発生様式はきわめて多様である。 表一3か ら
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お よ そ そ の分 布 を 推 察 す る と両 属 と もに1～i,よ りIV,Vの 方 が 多 量発 生 して い る よ うで あ

る。 こ の理 由 は発 生 子 実 体 数 の コ ロ ニ ー単 位 量 が問 題 か ま た はN,Vの 林 令 が1～1と 異 な り基

質 量 の異 な る こ とが 理 由 と して 考 え られ よ う。 これ らは特 異 的 な 分 布 を 示 し標 徴 種 と して 重 要 な

菌 群 と は別 に,両 属 が い た る所 で 見 られ る こ と は両 属 の 分 布 量 の 比 較,加 え て 基 質 分 類 を考 慮 す

る こ と に よ り菌 類 の 多様 度,林 床 の生 物 環 境 につ い て 検 討 しう る材 料 とな るの で は な い か と思 わ

れ る。

次 にC・`'ン伽 はA。 層,菌 核 な どか ら発 生 しその 分 布 はHに 多 く1に 少 な く上 記2属 と はそ の

分 布 が 異 な って い る。GialerinaはA。 層,材 上,蘇 類 中 な どか ら発 生 しcoccyb:aと と もに林 相,

林 令 お よび 水分 環 境 によ る影 響 に よ る偏在 の あ ま りな い グル ー プ の よ うで あ る。Marasmiellusは

材 上,A。 層 に発生 し種 に よ って は数 え られ な い ほ ど多 量 に発生 す る こ とが あ り,発 生 様 式 の特

異 性 を 考 慮 した見 方 が必 要 とな る が,表 一3か ら も6プ ロ ッ トで 多量 発 生 して お り少 な くと も子

実 体 量 の比 較 を 難 し く して い る。 しか しこ の 問題 は種 を検 討 す る こ とで改 善 され よ う。Pseudohi-

atulaは 調 査 中属 内 の1種 の た め結 果 的 に種 と して の 取 扱 い とな り,こ れ はP.ohshimaeを 指 す。

表3か ら本 属 はN,Vに 多 くつ い で1,そ して 豆,1が 少 な い。 少 な い現 由 と して,Y,1の 斜

面 方 位 が,西,南 東 で あ る こ と,さ らに ス ギ の リタ ー を基 質 とす るた め表 一2か らaは ス ギ が ほ

とん ど見 られ な い斜 面 で あ る こ とが あ げ られ る。Tricholomopsis,Oudemansiellaは 植 生 に そ れ ほ ど

影 響 され な い よ うで 各 プ ロ ッ ト間 に大 きな 差 異 は認 め られ な か っ た。 これ ら植 生 と は 独 自 の グ

ル ープ が 見 られ る こ とは,菌 類 社 会 の 特 質 と して 重 要 と され よ う。Crepidotusは 朽 木,倒 木,落

葉 落 枝 な どか ら発 生 し,し ば しばMarasmiellusに 似 て 群 生 す る。 従 って 基 質 量 と菌 量 が しば しば

比 例 せ ず,コ ロ ニ ー単 位 量 の 評 価 が ま ち ま ち と な る こ と が あ る。

以 上 の9属 は 全斜 面 を 通 じて確 認 され腐 朽 菌 群 の 主 要 な 属 と考 え ら れ る。 次 にCallistsparium

は 属 内1種 で斜 面 間 に差 異 が 示 され,分 布 の 偏 在 を 示 す 一 群 とい え る。Psathyrellaは 属 内種 数

が 比 較 的 多 い 属 で,斜 面 下 部 に多 く斜 面 間 よ り斜 面 内 分 布 に量 的 差異 が示 され る一群 で あ る。 す

な わ ち 水 分 環境 に影 響 さ れ る種 が 多 い と言 え る。

他 属 につ いて そ の 分布 は基 質 の種 類 や量 お よ び水 分環 境 に影 響 され る属 も考 え られ る が 量 的 に

少 な い た め 今 回 は主 要 な属 を 抽 出 す る こ とに留 め た 。各 斜 面,各 プ ロ ッ ト間 の 腐 朽 菌群 の 差異 を

検 討 しよ う とす る と基 質 差 異,発 生 様 式 の違 い に よ り子 実体 量 が あ ま りに異 な るた め表 一3か ら

読 み と る こ とは難 しいが,次 の菌 根 菌 群 に よ り不鮮 明 と して も斜 面 間 で は主 要 な9属 の み,も し

くは全 体 の属 を見 て も1～ 璽よ りW,Vの 方 が 多 く量 的 に2区 分 可能 で あ ろ う。

表 一4の 類 別 は生 理 学 的根 拠 が ない ま ま行 な われ 危 険 で あ るが実 際 に採 取 した菌 類 の 区分 で あ

る ので それ ほ ど無 理 な分 類 法 で は な い と考 え る。 各 斜 面 の子 実 体 数 比 較 は腐 朽 菌 の発 生 様 式 よ り

傾 向が あ り,す なわ ち腐 朽 菌 に見 られ る ほ ど多 量 に しか も集 中的 に発 生 す る こ とが な く,し か も

A。層 に 隠 れ た空 間 で発 生 す る こ とが ほ とん ど な い ので 子 実 体 数 を考 慮 し検 討 す る 。

表 一4の 子 実 体 数 比 較 で はII>1>W>1>Vの 順 に多 か っ た。1.で 菌 根 性 樹 種 の分 布 はa>

1>1>N・V,DBH20cm以 上 で は 丑>1・aIV>Vと な り,い ず れ も1とVの 順 位 は変

らず,樹 種 との対 応 を 量 的 に反 映 して い る。1,皿,Nに つ い て は 樹 令,林 床 環 境 な ど の検 討 が

必 要 で あ ろ う。 プ ロ ッ ト単位 で は1-A,V-Cの 菌 根 性 樹 種 の 少 な い こ とを その ま ま 子 実 体 数

に 反 映 して い る 。

菌 根 菌群 で はRu∬ula,Lactarius,中 間 群 はRhodophyllus,Lepi・toが 多 量 か つ 全 プ ロ ッ トに出

現 す る。 菌 根菌 群 で は つ い でLaccaria,Amanita,Cortinariusそ して 中間 群 で はHygrophorusな ど

は現 在 未 確 認 の プ ロ ッ トで も発 生 の 可能 性 が あ る と も思 わ れ るほ ど発生 数 が 多 い 。上 記 菌 根菌 群

の5属 の各 斜 面 に お け る分 布 量 と全 菌 根 菌 群 分 布 量 との 比 較 を行 な う と,ほ とん ど5属 の値 と同



一傾向が示された。菌根菌群は,主 要な属を選出しその分布傾向を検討することにより各プロッ

トの菌根菌子実体量をある程度推定することが可能と言えよう。前述 したように腐朽菌はこのよ

うな判断基準を置 くことは難しい,た めに中間群においては数値の傾向に多少共混乱 が見 な れ

る。しかしおおまかな傾向は主要な属を代表させることにより可能のようである。以上表一3,

4か らこれ ら5斜 面を分析する際,腐 朽菌群の9属,菌 根菌群の5属,中 間 群 の3属,計17属

は,Agaricalesの 主要な菌群 として,そ の分布量を検討することにより菌類相全体への量的アブ
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ロ ー チ を 示 唆 し た 。
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Résumé

   In this paper, I discussed on the distribution and frequency of fruit-bodies of the 
higher fungi connected with the tree species and site conditions. The investigations were 
conducted at matured natural forests in Kyoto university forest at Ashu, located on the 
northern part of Kyoto pref., where the mean annual temperature was 13.1°C and annual 

precipitation was 2514 mm. The studied plots were set up on 5 slopes ranging 
from 410 m to 770 m in elevation. Each slope was divided into three parts along slope: 
The upper (A), the middle (B) and the lower (C). Therefore 15 plots were set up, and 
the area of a plot was 500 m2. The measurements of number of fruit-body for each 
species were carried out periodically from June to October throughout 2 years. The 
number of measurement was 14 in 1977 and 17 in 1978. The number of tree species 
which were dominant in these plots would be able to be assumed as ectomycorrhizal 

associations were 12, such as Quercus salicina, Fagus crenata,  Quercus mongolica var. gros-
seserrata, Betura grossa, etc. In many plots,  Cryptomeria japonica mixed with deciduous 

broad-leaved trees and the rate of mixture of this tree species would be largely influenced 
on the flora of the higher fungi. 

   Main Genera in Agaricales of the higher fungi collected in these slopes were 17. 
They were classified into the following three groups. 
Saprophytic group; Mycena, Marasmius,  Collybia, Marasmiellus, Pseudohiatula,  Oudeman-
siella, Crepidotus and  Tricholomopsis. 
Mycorrhizal group; Russula, Lactarius, Laccaria, Amanita and Cortinarius. 

Group of Genera included mycorrhizal type, saprophytic type and mycorrhizal type 
with saprophytic activity; Rhodophyllus, Lepiota and Hygrophorus.


